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【新聞・報道】 
 
総括班 
(1) NHK・クローズアップ現代（2013年 7月 1日） 
『生物に学ぶイノベーション  ～生物模倣技術の挑戦～』 

 軽く、かたい「アワビの貝殻」の構造をまねした新素材でつくる宇宙船、炭素繊維より軽
く、強く、しなやかな「クモの糸」でつくる自動車のボディー、壁や天井を自在に移動する
「ヤモリの足」の仕組みを取り入れた強力な粘着テープ。いま、厳しい生存競争の中で生物
が進化させてきた機能を模倣する「バイオミメティクス（生物模倣技術）」により、革新的
な技術が次々と生まれようとしている。電子顕微鏡やナノテクノロジーの進化により、生物
の「神秘のメカニズム」を分子レベルで解明、再現できるようになってきたのだ。次世代技
術として期待される一方で、日本では昆虫学や動物学の研究者と工学系の技術者との連携が
弱く、製品化の動きは欧米に大きく遅れを取っているのが現状だ。“生物のパワー”をどう技術
開発に生かし、イノベーションにつなげていくのか。加速する企業や大学での研究の最前線
を追い、可能性と課題を探る。 

 
(2) 日刊工業新聞（2013年 8月 14日） 
 「自然に学ぶモノづくり」連載の一回目では、”生物模倣技術に究極のエコ探る”という見
出しで、石田秀輝先生（総括班、C01 班）が主催した沖永良部島シンポの紹介、エコジレ
ンマとネイチャーテクノロジーの重要性、領域代表による「生物規範工学」の紹介が掲載
されました。 
 
(3) 日刊工業新聞（2013年 9月 4日） 
 「自然に学ぶモノづくり」連載の四回目では、”ナノテク進展 走る欧米”という見出しで、
平坂雅男氏（総括班）の海外動向調査報告と、日本が周回遅れにある状況について領域代
表のコメントが紹介されています。 
 
(4) 日刊工業新聞（2013年 9月 11日） 
 「自然に学ぶモノづくり」連載の５回目では、”５題話 染料なしで 鮮やかな色”という
見出しで、平坂雅男氏（総括班）による帝人モルフォテックス、魚津吉弘氏（総括班）に
よる 三菱レイヨン モスアイフィルム、の紹介がされました。 
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(5) 日刊工業新聞（2013年 9月 11日） 
 「自然に学ぶモノづくり」連載の５回目では、”５題話 染料なしで 鮮やかな色”という
見出しで、平坂雅男氏（総括班）による帝人モルフォテックス、魚津吉弘氏（総括班）に
よる 三菱レイヨン モスアイフィルム、の紹介がされました。 
 
(6) 日刊工業新聞（2013年 9月 25日） 
 「自然に学ぶモノづくり」連載の７回目では、”生物規範工学への道（上） 構造解明 飛
躍的進歩”という見出しで、科博の野村周平先生（A01 班）による昆虫の顕微鏡観察の最新
動向、北大の長谷山美紀先生（A01 班）が開発した画像検索エンジン、浜松医科大学の針
山孝彦先生（B01-2 班）が開発したナノスーツ法の紹介がなされ、研究代表のコメントが
掲載されました。 
 
(7) 内外情報調査会 会報誌 J2TOP 10 月号（2013年 10月 1日） 
 科学技術ジャーナリストの山田久美さんの特集記事、”生物に学べ、なぜ今、「バイオミ
メティクス」なのか”において、生物規範工学プロジェクトがスタートしたこと、三菱レイ
ヨンのモスアイフィルム、帝人の構造色フィルムなどが紹介され、長谷山先生と国立科学
博物館（A01 班）の昆虫画像データベースにも言及されています。 
 
A01 班 
(1) JSTnews８月号（2013年 8月 1日） 
 「次世代バイオミメティクス最前線 進化する生物模倣の世界」と題して、 「長い年月を
かけて進化した生物の体には、生息環境に適応した優れた機能が備わっている。その優れた
機能を活用することで、さまざまな工業製品が開発されるようになった。こうした手法は、
バイオミメティクス（生物模倣技術）と呼ばれ、近年、スポーツ用品や建材、医療などの幅
広い産業に利用され始めている。バイオミメティクス研究は、電子顕微鏡技術とともに幕を
開けた。その電子顕微鏡の限界を乗り越える技術「ナノスーツ」の登場によって、「生きた
ままの観察」が可能になり、第2の幕が上がろうとしている。さらに生物の画像とその生態や
機能を集積・共有し、研究を促進する動きもある。生物が何億年の歴史の中で獲得してきた
独特の機能を学び、応用することで、省エネや安全、環境適合の持続可能な人類文明の創造
に、弾みをつけようとしている。」 が紹介されました。これらの成果は、領域代表者（下村
政嗣教授）のJST戦略的創造研究推進事業(JST-CREST)の一環として行われたものです。 
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(2) 日刊工業新聞（2013年 9月 25日） 
 「自然に学ぶモノづくり」連載の７回目では、”生物規範工学への道（上） 構造解明 飛
躍的進歩”という見出しで、科博の野村周平先生（A01 班）による昆虫の顕微鏡観察の最新
動向、北大の長谷山美紀先生（A01 班）が開発した画像検索エンジン、浜松医科大学の針
山孝彦先生（B01-2 班）が開発したナノスーツ法の紹介がなされ、研究代表のコメントが
掲載されました。 
 
B01-1 班 
(1) 日本経済新聞（2013年 8月 6日） 
 『フジツボ付着防ぐ材料』東北大、塗料より割安に 
 
B01-2 班 
(1) Newton 第 33巻 第 7号（2013年 7月 7日） 
 「蒸発を防ぐ”防護服”生物を生きたまま電子顕微鏡で高解像度観察する手法が開発された」 
この研究は領域代表者（下村政嗣教授）の JST 戦略的創造研究推進事業(JST-CREST)の
一環として行われたものです。 
 
(2) NHK（2013 年 7月 16日） 
 NHKワールドTV科学技術情報番組「Science View」のサイエンスニュースウォッチで紹
介。この研究は領域代表者（下村政嗣教授）のJST戦略的創造研究推進事業(JST-CREST)の
一環として行われたものです。 
 
(3) JSTnews８月号（2013年 8月 1日） 
 「次世代バイオミメティクス最前線 進化する生物模倣の世界」と題して、 「長い年月
をかけて進化した生物の体には、生息環境に適応した優れた機能が備わっている。その優
れた機能を活用することで、さまざまな工業製品が開発されるようになった。こうした手
法は、バイオミメティクス（生物模倣技術）と呼ばれ、近年、スポーツ用品や建材、医療
などの幅広い産業に利用され始めている。バイオミメティクス研究は、電子顕微鏡技術と
ともに幕を開けた。その電子顕微鏡の限界を乗り越える技術「ナノスーツ」の登場によっ
て、「生きたままの観察」が可能になり、第 2 の幕が上がろうとしている。さらに生物の
画像とその生態や機能を集積・共有し、研究を促進する動きもある。生物が何億年の歴史
の中で獲得してきた独特の機能を学び、応用することで、省エネや安全、環境適合の持続
可能な人類文明の創造に、弾みをつけようとしている。」 が紹介されました。これらの成
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果は、領域代表者（下村政嗣教授）の JST 戦略的創造研究推進事業(JST-CREST)の一環
として行われたものです。 
 
(4) 日本経済新聞（2013年 8月 20日） 
 『流出油回収に新材料 フナムシの脚まねる』この研究は領域代表者（下村政嗣教授）の
JST戦略的創造研究推進事業(JST-CREST)の一環として行われたものです。 
 
(5) 日刊工業新聞（2013年 9月 25日） 
 「自然に学ぶモノづくり」連載の７回目では、”生物規範工学への道（上） 構造解明 飛
躍的進歩”という見出しで、科博の野村周平先生（A01班）による昆虫の顕微鏡観察の最新動
向、北大の長谷山美紀先生（A01班）が開発した画像検索エンジン、浜松医科大学の針山孝
彦先生（B01-2班）が開発したナノスーツ法の紹介がなされ、研究代表のコメントが掲載さ
れました。 
 
(6) Science Portal（2013 年 10月 10日） 
 バイオミメティクス・市民セミナー「発生遺伝学とバイオミメティクス」(2013年8月3日、
主催：北海道大学総合博物館、協賛：高分子学会バイオミメティクス研究会、高分子学会北
海道支部)。 
 
B01-3 班 
(1) 日刊工業新聞（2013年 9月 11日） 
 産業技術総合研究所の穂積篤先生（B01-3 班）と浦田千尋先生（B01-3 班）が開発した、
耐熱性と透明性を兼ね備えた撥油性塗膜が紹介されました。WEB での記事は『産総研、有
機フッ素化合物使わない高耐熱で透明な撥油性塗膜を開発』。 
 
(2) 化学工業日報（2013年 9月 11日） 
 産業技術総合研究所の穂積篤先生（B01-3 班）と浦田千尋先生（B01-3 班）が開発した、
耐熱性と透明性に優れた撥油膜が紹介されました。 WEB での記事は『産総研 高耐熱の透
明撥油塗膜開発』。 
 
(3) J-Net21（2013 年 9月 11日） 
 産業技術総合研究所の穂積篤先生（B01-3 班）と浦田千尋先生（B01-3 班）が開発した、
耐熱性に優れた透明撥油性皮膜が紹介されました。 
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(4) Yahoo! ニュース（2013年 9月 11日） 
 産業技術総合研究所の穂積篤先生（B01-3 班）と浦田千尋先生（B01-3 班）が開発した、
耐熱性に優れた透明撥油性皮膜が紹介されました。 
 
(5) 日経産業新聞（2013年 9月 12日） 
 産業技術総合研究所の穂積篤先生（B01-3 班）と浦田千尋先生（B01-3 班）が開発した、
耐熱性に優れた透明撥油性皮膜が紹介されました。 WEB での記事は『産総研、有機フッ
素化合物を用いずに耐熱性に優れた透明はつ油性塗膜を開発』。 
 
(6) 日経バイオテクONLINE（2013 年 9月 12日） 
 産業技術総合研究所の穂積篤先生（B01-3 班）と浦田千尋先生（B01-3 班）が開発した、
耐熱性に優れた透明撥油性皮膜が紹介されました。 
 
(7) マイナビニュース（2013年 9月 12日） 
 産業技術総合研究所の穂積篤先生（B01-3 班）と浦田千尋先生（B01-3 班）が開発した、
耐熱性に優れた透明撥油性皮膜が紹介されました。 
 
(8) 日刊工業新聞（2013年 9月 18日） 
 「自然に学ぶモノづくり」連載の６回目では、”日本の生物模倣 多機能性 新素材に応
用”という見出しで、穂積篤先生（B01-3 班）による防錆機能を有する自己治癒性薄膜の研
究成果が紹介されました。 
 
(9) 朝日新聞（2013年 9月 19日） 
 産業技術総合研究所の穂積篤先生と浦田千尋先生（B01-3 班）が開発した、耐熱性と透
明性を兼ね備えた非フッ素系撥油性塗膜が紹介されました。 
 
(10) 日刊工業新聞（2013年 10月 9日） 
 「自然に学ぶモノづくり」連載の９回目では、”動き出す ISO 産業化見据え駆け引き”
という見出しで、ドイツが議長国になって提案された Biomimetics ISO TC266 の現状に
ついて紹介されました。国際標準化委員会においては、我が国からは、細田奈麻絵先生（総
括班、B01-３班）がWG2 のプロジェクトリーダー、JST の恒松直幸氏がWG4 のコンビ
ーナーに就任しています。記事では、阿多誠文先生（C01 班）と領域代表のコメントが掲
載されました。また、「生物規範工学」からは多くのメンバーが、高分子学会バイオミメ



 
 

96 

ティクス研究会に設置された国内審議委員会の委員に就任し、産業界、学協会との強力な
連携のもとで国際標準の議論をすすめています。 
 
(11) 日経産業新聞（2013年 10月 11日） 
 『虫などの構造に注目 省エネ製品開発に応用』という見出しで、細田先生、石井先生
の研究が紹介されました。この記事では、国際標準化の動向についても言及されています。 
 
C01 班 
(1) 日刊工業新聞（2013年 7月 1日） 
 石田秀輝先生（C01 班）がコーディネーターを務めるモノづくり日本会議：ネイチャー・
テクノロジー研究会が募集した『２０３０年の「心豊かなライフスタイル」コンテスト』
の入賞作品が紹介されました。 
 
(2) 日刊工業新聞（2013年 8月 14日） 
 「自然に学ぶモノづくり」連載の一回目では、『生物模倣技術に究極のエコ探る』とい
う見出しで、石田秀輝先生（総括班、C01 班）が主催した沖永良部島シンポの紹介、エコ
ジレンマとネイチャーテクノロジーの重要性、領域代表による「生物規範工学」の紹介が
掲載されました。 
 
(3) 日刊工業新聞（2013年 8月 21日） 
 「自然に学ぶモノづくり」連載の二回目では、『暮らし方の描き方 理想の未来像から
逆算』という見出しで、石田秀輝先生、古川柳蔵先生（C01 班）のバックキャスティング
によるライフスタイルデザインについて紹介されています。 
 
(4) 日刊工業新聞（2013年 8月 28日） 
 「自然に学ぶモノづくり」連載の三回目では、”不便な昔に豊かさ探る”という見出しで、
古川柳蔵先生（C01 班）の９０歳ヒアリングについて紹介されています。 
 
(5) 日刊工業新聞（2013年 10月 2日） 
 「自然に学ぶモノづくり」連載の８回目では、『生物規範工学への道（下）持続可能な
技術体系に』という見出しで、劉浩先生（B01-5 班）が開発した『羽ばたき飛行ロボット』
の紹介がなされ、生物模倣の歴史と現代的な意義について、石田秀輝先生（総括班）と研
究代表のコメントが掲載されました。 
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（７）アウトリーチ活動 
  



 
 

98 

【アウトリーチ活動報告】 
 
(1) NHKラジオ深夜便「昆虫から学べ、人間社会の未来」 
 2013 年 6 月 4 日放送の NHK ラジオ深夜便の『明日へのことば』において、総括班評
価グループの藤崎憲治先生が「昆虫から学べ、人間社会の未来」について紹介されました。 
 
(2)「千葉市科学館企画展：生きものへのまなざし～生物の美と科学に迫る～」 
 不動寺浩先生（B01-2班）が開発した構造色が変化するフォトニックラバーシートが、千葉
市科学館にて開催された「生きものへのまなざし～生物の美と科学に迫る～」において、カ
ワセミのイラスト（箕輪義隆氏作品）と並べて展示されました。期間中は見学者が実際にゴ
ムシートを引き延ばして構造色が変化することを体験しました（2013年6月14日～6月23日）。 
 
(3) NHK総合「視点・論点」 
 2013 年 8 月 9 日放映の NHK 総合「視点・論点」において「昆虫と振動」が取り上げ
られ、 B01-4 班の高梨琢磨先生が、昆虫（カブトムシ、カミキリムシ他）の振動情報と害
虫防除について解説されます。 
 
(4) 多根まきワークショップ「衣の文化」 
 2013 年 8 月 11 日、福島市教育委員会主催の「多根まきワークショップ」において、古
民家での糸とり体験とバイオミメティクスの講演会が開催され、下村領域代表（総括班）
が講演をおこないました。 
 
(5) NHK総合「ダーウィンが来た！」 
 2013 年 8 月 25 日放映の NHK 総合『ダーウィンが来た！』の『カブトムシ＆クワガタ
特集』で、 B01-4 班の高梨琢磨先生が、森林総研でのカブトムシの振動実験に出演されま
す。 
 
(6) 大阪市立科学館・特別講演会「色の彩えんす」 
 2013 年 10 月 26 日、大阪市立科学館において、一般向けの特別講演会『色の彩えんす』
が行われます。B01-2 班の針山孝彦先生が構造色について講演します。 
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（８）各種案内 
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